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●春の「かわら」は、みんなのひろば！

春の「かわら」は、みんなのひろば！
春のかわらは、草花、鳥たち、虫たち…とにぎやか。天気のよい日にかわらに出て、
みんなといっしょにあそんでみよう。もちろん、あぶないところへは行かないようにね。

春の「かわら」は、みんなのひろば！

●じっくり「バードウオッチング」
春になると鳥たちのすがたもふえてくる。
上流や中流のかわらには、カワセミ、セ
キレイ、ミソサザイ、カルガモ、サギ…な
どなど、いろんな鳥たちがいるよ。みは
らしのいいところで、じっくり、かんさつし
てみよう。
［用意するもの］
そうがんきょう、鳥のずかん、ノートとえんぴつなど。

●「ザリガニつり」をしてみよう
ザリガニは池や田んぼにいるけど、川にもいるよ。
石のすきまやどろの中などにすんでいるんだ。
［つり方］
�ぼうの先にじょうぶな糸をむす
び、糸の先のほうにスルメやに
ぼしなどをきつくしばりつける。

�糸のいちばん先におもりをつけ
て水の中にたらす。

�ザリガニがかかったら、ゆっくり
引き上げよう。

※ザリガニのふしぎなしくみ
ザリガニはしょっかくの根もとに「へいこう器

き

」という器
き

官
かん

がある。その中には小さい石が入っ
ていて、その石の位

い

置
ち

をかんじることでからだのバランスをとっているんだ。ところで、ザリガ
ニは何回も脱皮

だっぴ

をする。そのとき、小石もいっしょにすてて、また砂の中の新しい小石をへい
こう器の中に入れるんだ。だから、ザリガニを飼

か

うときは、水そうの中に砂を入れておかない
とダメなんだよ。

●テーマをきめて「石ひろい」
たまごのかたちをした石、もようのきれいな
石、文字や絵がかかれたような石など、テー
マをきめてかわらの石をあつめてみよう。

●コツをつかんで「さかなつり」
コツをつかんで、さかなつりにチャレンジしてみよう。たとえば…
［コツその1］
さかなは流れにむかっておよぐ。これは、上流から流れてくるえさをとるため。だから、つり

をするときも、上流からえさを流すこと。

［コツその2］

さかなには流れがはやいところにすむものと、流れがおそい深みにすむものがいる。流れ

がはやいところでは、流れにそってつりざおを流していく。深みでは、えさを深いところまで

投げ入れて、さかながかかるのを待つ。
［ちゅうい］
切れたつり糸や針はかならず持って帰ろう。

●「水切り」で勝負する
平たくて小さめの石を、川の表面とす
れすれになるように水平に投げる。何
回水の上を切ったか、どこまで遠くへ行
ったか、ともだちと勝負してみよう。た
だし、人のいないところでやること！

●みんなで「砂山くずし」
カンタンなあそびだけど、
おおぜいであそぶと楽しい！
［あそび方］
�大きな砂の山をつくって、ぼうをたてる。
�じゅんばんに、まわりの砂をとってゆく。
�ぼうをたおしたら、そのひとがまけ。

●「ケルンくずし」で競争
きょうそう

だ！
かわらの石をつみあげて「ケルン」（石
の塔

とう

）をつくり、少しはなれたところか
ら、じゅんばんに石を投げてくずす、と
いうカンタンなあそび。でも、おとなの
人も夢中になっちゃうほど楽しい！
［ちゅうい］
石を投げるときは、近くに人がいないかどうかたしかめよう。

●春にぴったり「草の水車
すいしゃ

」
水の流れでくるくる回る、楽しいミニ水車！
［あそび方］
�タンポポやイタドリのくきを切
り、両はしに切りこみを入れる。
�水につけると、両はしが丸まる。
�くきの中に、細い木の枝をと
おす。
�ふたまたの枝の上などにのせ
て、流れにおく。

●磁石
じしゃく

をつかって「砂
さ

鉄
てつ

あつめ」
砂の中から砂鉄をあつめてみよう。あつめた砂鉄は、紙の
上において、下から磁石を動かしてあそんでみよう。
［あつめ方］
�磁石を小さいビニールぶくろに入れ、それを砂の中に入れてかきまぜる。
�砂鉄がついたら、ビニールぶくろのまま紙ぶくろに入れて、磁石を引き出す
と、紙ぶくろの中に砂鉄が落ちる。

●ささ舟レースをする
川の近くで「ささ」を見つけたら…
みんなでささ舟レースをしよう。
[ささ舟のつくり方]

�ささの葉の両はし
を内がわに折りまげ
る（だいたい４分の１
ずつくらいが目安）。

�折りまげたまま、
両はしに２か所ずつ
切れ目を入れて、３
等分にさく。

�図のように、左右
が反対になるように
組み合わせれば完
成！

●「草のふえ」で合奏
がっそう

しよう
かわらにはえている草でふえをつくって、合奏してみよう。
★イタドリのリードぶえ
イタドリは川の近くにはえる草。そのくきをつかって「リードぶえ」をつくってみよう。
［あそび方］
�くきのふしとふしのあいだを切って、一方のはしをななめに切る。
�ななめに切ったところに切りこみを入れ、アシやササの葉をさしこむ。
�イタドリの切り口にそって、アシやササの葉を切ってかたちをととのえる。
この部分を「リード」という。
�リードをかるくくわえて、ふく。

★アシの葉のラッパ
かわらや川の中にはえるアシ。その葉をつかってラッパをつくろう。
［あそび方］
�葉の根もとを切りとって、その根もとのほうが太くなるようにまいて、ラッパをつくる。
�細いほうを口にくわえてふく。

★おまけ「ペンペン草のシャラシャラ」
ペンペン草は「ナズナ」ともいって、春の七草のひとつ。
この「シャラシャラ」はよく知られているあそびだ。
［あそび方］
�くきについている実をくきからはなれないように引きはがす。
�耳のそばでくきをまわすと、シャラシャラ音がするよ。

●こんなこと、気をつけよう
・ともだちやおとなといっしょに行こう。

・人のいないところであそばない。

・人のいるところで石を投げない。

・「キケン」をしめす掲示板などがあるとこ

ろに行かない。

・「遊泳禁止区域」（泳いではいけないとこ

ろ）では泳がない。

・ゴミは（切れたつり糸なども）持って帰ろう。




